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【競技結果】

　10月５日（日）中島村農村環境改善センターグラウンドにおいて、「なかじまの里スポー
ツフェスティバル」が行われました。
　「小学校持久走大会」では、男女ごとに１・２年生１ｋｍ、３・４年生１. ５ｋｍ、５・
６年生２ｋｍのコースを走りました。沿道からは大きな声援が送られました。
　続いて「笑顔で走ろう」では、子どもからお年寄りまでが参加し、家族や友人たちと一
緒に笑顔で走り切りました。
　このほか、カードでパン競争が行われ、会場は大いに盛り上がりました。また、エアー
遊具（キッズゾーン）やグラウンドゴルフ大会が行われました。
　さらに、日赤奉仕団から豚汁が無料でふるまわれ、夢みなみ農協から「はとむぎ茶」を
提供していただき、盛り上げていただきました。

なかじまの里スポーツフェスティバル

１位 （記録） ２位 ３位 ４位 ５位 ６位

１年女子
永林　莉乃

（4 分 39 秒 21）
郡司　実雨 塩田　歩花 城戸口礼紗 湯田　愛菜 渡邉　真愛

２年女子
宮本　成

（4 分 4秒 89）
澤田　穂香 古内　怜 小川　茉瑚 鈴木　稀心 目黒　月陽

１年男子
塩田　大翔

（4 分 52 秒 87）
矢吹　侑理 近藤　渉 佐川　翔琉 小平　遥太 髙久　夏楓

２年男子
熊倉　湊斗

（4 分 19 秒 54）
小松　晄 齋藤　奏汰 椎名　哲太 椎名　康介 八重幡春陽

３年女子
髙橋優花里

（6 分 15 秒 70）
向井　彩乃 金澤　岬 長田　葵 永林　茉帆 長倉　可林

４年女子
岩崎　聖羅

（6 分 22 秒 52）
古内　詩 円谷　梨心 髙久小茉希 佐川　美玲 椎名　心春

３年男子
藤田　結羽

（6 分 10 秒 66）
鈴木　颯太 塩田　琉眞 古内　柊羽 畠山　結大 椎名　奏介

４年男子
大木　朝陽

（5 分 40 秒 56）
関根　陸翔 丹内　康絢 齊藤　蓮 吉田　竣亮 佐藤　瑠音

５年女子
髙橋　麻弘

（8 分 3秒 16）
水野谷陽菜 蛭田愛良 安部　陽葵 根本　羽菜 鈴木　穂香

６年女子
畠山莉々奈

（8 分 10 秒 67）
水戸　葵彩 大川原愛花 小室　莉央 古内結芽花 折笠　妃彩

５年男子
小針　恵輔

（8 分 15 秒 57）
宮本　蘭七 金澤　結糸 大木　崚生 水野谷良太 仁科　陽翔

６年男子
小室　恵介

（8 分 5秒 30）
添田　透守 渡邊　恵来 畠山　碧 矢田部暁翔 水野谷元晴
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マレーシア　イナナムセカンダリースクールのみなさんと

イナナムのみなさんから

熱烈な歓迎！

イナナムのみなさんは

民族衣装で歌と踊りを披露

サバ州立大学のみなさんと

詳しくは、 今後発行されるグローバルフレンズをご覧ください！

（中島村国際交流協会　令和８年２月発行予定）

中島中生徒は

ドラえもんの英語劇を発表

民族衣装の体験

マムテック島の海は

きれいでした♪

　９月８日（月）から 12日（金）まで、中島中学校３年生は修学旅行でマレーシアを訪
問しました。９日（火）はイナナム・セカンダリー・スクールを訪問し、現地の生徒と交
流しました。マレーシアの民族衣装を着させてもらったり、現地の生徒とスポーツを通し
て交流したりしました。中島中の生徒は練習してきたドラえもんの劇を英語で発表。マレー
シアの文化に触れることができ、生徒たちは良い体験ができたようです。

９月８日 （月）

・ 出発式、 中島村出発

・成田空港到着

・出国手続きをして成田空港出発

・バンダルスリブガワン空港到着

・乗り継いでコタキナバル空港へ

９月９日 （火）

・ イナナム ・ セカンダリー ・ スクー

ルで交流

・サバ州立大学で交流

９月１０日 （水）

・ マムテック島でマリンスポーツ

・ イマゴショッピングモール散策

９月１１日 （木）

・ コタキナバルウェットランドセン

ター見学

・ ブルーモスクで写真撮影

・ コタキナバル空港出発

・バンダルスリブガワン空港到着

・乗り継いで成田空港へ

９月１２日 （金）

・ 成田空港到着

・中島村到着

・帰校式

Terimakasih! Malaysia - 中島中学校修学旅行 -
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　この事業は、毎年実施しているマレーシア国イナナムセカンダリースクールからの生徒
の受け入れにあわせ、本年度において村が福島再生加速化交付金（地域魅力向上・発信支
援事業）を活用して、令和７年 10月 15日（水）～ 18日（土）の行程で交流のあるマレー
シア国サバ州から観光局、大学、旅行代理店関係者を招致し、中島村及び福島県の視察を
通じ東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所事故からの復興状況や地域の魅力とな
る産業、観光資源等についてＳＮＳ等による情報発信をしていただき、世界に向けたＰＲ
やインバウンド等につなげることを目的として実施したものです。

マレーシア国サバ州からの中島村・福島県の視察事業を実施

【参加者】

サバ州観光局� ２名

サバ大学 （教授）� １名

イナナムセカンダリースクール� ３名

（教師１名、 生徒２名）

サバ州旅行代理店� ２名

【視察時の写真】

輝ら里

福島県庁 （観光局）

水野谷園芸

東日本大震災 ・原子力災害伝承館

中学校

グリーンファーム

コミュタン福島

歓迎会

ききょう祭
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ヨ
ガ
・
空
手
フ
ィ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

開
催

　

１０
月
４
日
（
土
）
中
島
村
健
康

づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
「
輝
ら

フ
ィ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、「
ヨ
ガ
・

空
手
フ
ィ
ッ
ト
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

昨
年
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出

る
ほ
ど
好
評
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
今

年
度
も
空
手
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
Ｍ
ａ
ｄ
ｏ
ｋ
ａ
（
マ
ド
カ
）
先

生
を
講
師
に
招
き
、
約
４０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
良
い
運
動

に
な
っ
た
」「
初
め
て
空
手
を
経

験
し
楽
し
く
で
き
た
」「
ま
た
や
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

保
育
所　

引
き
渡
し
訓
練

　

１０
月
８
日
（
水
）
中
島
保
育
所

に
お
い
て
、
引
き
渡
し
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

震
度
５
強
の
地
震
災
害
発
生
時

を
想
定
と
し
た
訓
練
で
す
。
地
震

の
際
の
避
難
の
仕
方
を
覚
え
、
保

育
者
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
、
保

護
者
へ
迅
速
か
つ
確
実
に
引
き
渡

し
を
す
る
こ
と
及
び
、
災
害
に
対

し
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。

　

保
護
者
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
万
が
一
の
災
害
時
の
対
応
を

確
認
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
中
島
村
通
学
路

安
全
推
進
会
議
を
実
施

　

１０
月
１４
日
（
火
）
に
実
施
し
た

通
学
路
安
全
推
進
会
議
に
は
、
県

南
建
設
事
務
所
を
は
じ
め
、
白
河

警
察
署
、
中
島
駐
在
所
、
中
島
村

交
通
安
全
協
会
、
各
小
学
校
、
建

設
課
、
住
民
生
活
課
と
教
育
委
員

会
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
か
ら
の
通
学
路
に
お

け
る
対
策
要
望
箇
所
に
つ
い
て
、

対
策
の
方
法
や
進
捗
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
か
ら
は
、
通
学
路
へ

は
み
出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
な

ど
に
よ
る
通
行
の
阻
害
や
、
区
画

線
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
歩
道

の
舗
装
が
凸
凹
し
て
お
り
危
険
な

部
分
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
に
は
改
善
や
対
策
を

依
頼
し
、
地
権
者
の
方
へ
は
安
全

構
築
の
た
め
の
協
力
を
依
頼
し
な

が
ら
、
会
議
に
お
い
て
は
危
険
箇

所
の
洗
い
出
し
や
対
策
方
法
を
引

き
続
き
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
に
は
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
意
識
付
け
や
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
児

童
が
十
分
注
意
し
て
い
て
も
運
転

者
の
不
注
意
で
事
故
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

運
転
さ
れ
る
方
も
十
分
気
を
付

け
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
の
記
念
樹
を
交
付

　

１０
月
１８
日
（
土
）
村
緑
化
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、「
秋
の
記

念
樹
」
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
付
で
は
令
和
７
年
２

月
下
旬
か
ら
令
和
７
年
９
月
上
旬

ま
で
に
申
請
の
あ
っ
た
出
生
５
名
の

方
へ
交
付
い
た
し
ま
し
た
。
次
回
の

「
春
の
記
念
樹
」
交
付
は
令
和
８

年
３
月
頃
に
実
施
予
定
で
す
。

令
和
７
年
度
消
防
団
秋
季
検
閲

　

１０
月
１９
日
（
日
）
中
島
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
中
島
村
消
防
団
秋
季
検
閲

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
針
徳
秀
消
防
団
長
の
開
閲
の

こ
と
ば
の
後
、加
藤
幸
一
統
監（
村

長
）
か
ら
訓
示
が
あ
り
、
そ
の
後

検
閲
に
入
り
ま
し
た
。

　

検
閲
で
は
、
消
防
団
約
８０
名
が

所児を保護者へ引き渡しました

大きく育ちますように

改善センターグラウンドへ避難

世界チャンピオンによる空手フィット！

対策方法等の協議を行いました

ヨガで楽しく肩こり ・ 腰痛予防！

通学路の点検
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通
常
点
検
を
受
け
た
後
、
規
律
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
島
幼
稚
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
鼓
笛
が
披
露
さ

れ
、
園
児
の
見
事
な
演
奏
に
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
村
消
防
団
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
来
賓
の
県
南
地
方
振
興

局
長
、
白
河
消
防
本
部
消
防
長
、

白
河
警
察
署
長
、
村
議
会
議
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
閉
閲
し
ま

し
た
。

　

冷
え
込
む
日
が
多
く
な
り
、
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
る
こ

の
時
期
、
火
災
発
生
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い

命
と
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
私
た
ち
も
日
頃
か
ら
火
の
用

心
を
徹
底
し
、
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

表
彰
者
氏
名
（
敬
称
略
、
役
職
は

１０
月
１９
日
時
点
の
も
の
）

【
中
島
村
消
防
団
長
表
彰
】

▼
優
良
分
団
部
表
彰

第
１
分
団
第
１
部

第
２
分
団
第
３
部

▼
功
績
章

第
１
分
団
第
１
部
団
員

　

圓
谷　

仁
士

第
１
分
団
第
３
部
長

　

小
室　

和
博

第
１
分
団
第
４
部
団
員

　

鈴
木　

良
行

第
１
分
団
第
６
部
団
員

　

小
針　

義
仁

第
１
分
団
第
６
部
団
員

　

小
針　

昭
太

第
２
分
団
第
２
部
団
員

　

瀬
谷　

貴
之

▼
精
勤
章

第
１
分
団
第
１
部
長

　

添
田　

進
二

第
１
分
団
第
２
部
長

　

吉
田　

秀
人

第
１
分
団
第
３
部
長

　

小
室　

和
博

第
１
分
団
第
４
部
長

　

畠
山　

勇
樹

第
１
分
団
第
５
部
長

　

小
室　

尚
隆

第
１
分
団
第
６
部
長

　

小
針　

敬
司

第
２
分
団
第
１
部
長

　

藤
原　

優

第
２
分
団
第
２
部
長

　

稲
田　

忠
弘

第
２
分
団
第
３
部
長

　

宮
崎　

貴
弘

第
２
分
団
第
４
部
長

　

大
和
田　

正
人

▼
永
年
勤
続
章

第
１
分
団
第
１
部
団
員

　

田
﨑　

俊
雄

第
１
分
団
第
１
部
団
員

　

畠
山　

拓
也

第
１
分
団
第
３
部
団
員

　

向
井　

勝
也

第
１
分
団
第
６
部
班
長

　

小
針　

将
司

第
２
分
団
第
１
部
団
員

　

鈴
木　

大
介

第
２
分
団
第
２
部
団
員

　

斎
藤　

裕
一

第
２
分
団
第
２
部
団
員

　

瀬
谷　

吉
史

第
２
分
団
第
３
部
団
員

　

水
野
谷　

一
喜

第
２
分
団
第
４
部
団
員

　

向
井　

昭
博

▼
優
良
機
関
要
員
章

第
１
分
団
第
３
部
団
員

　

志
賀　

寿
宏

第
１
分
団
第
４
部
団
員

　

畠
山　

秀

▼
優
良
訓
練
指
導
部
員
章

第
１
分
団
第
３
部
団
員

　

向
井　

勝
也

第
１
分
団
第
４
部
団
員

　

鈴
木　

悠
介

▼
優
良
ラ
ッ
パ
隊
員
章

第
１
分
団
第
２
部
団
員

　

水
野
谷　

裕
太

▼
退
団
幹
部
感
謝
状

大
木　

真
一

長
田　

永

向
井　

辰
徳

小
針　

和
志

髙
田　

章

本
宮　

隆

通常点検を受ける消防団員

あいさつする幼年消防団

功績章を受ける消防団員

たくさんの拍手が送られました
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奉
仕
活
動
に
尽
力

銀
色
有
功
章
受
章

　

１０
月
２２
日
（
水
）
郡
山
市
の

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お

い
て
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支

部
主
催
の
「
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
つ
ど
い
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

中
島
村
赤
十
字
奉
仕
団
で
長
年

に
わ
た
り
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い

る
髙
久
時
子
さ
ん
（
川
原
田
）
が

奉
仕
団
員
等
奉
仕
者
功
労
・
銀
色

有
功
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

髙
久
さ
ん
は
、
現
在
も
精
力
的

に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

未
就
園
児
登
所

　

１０
月
２９
日
（
水
）
中
島
保
育
所

に
お
い
て
、
未
就
園
児
登
所
「
親

子
一
緒
に
保
育
所
で
遊
び
ま
し
ょ

う
♪
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
在
住
の
未
就
園
児
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
保
育
所
の

雰
囲
気
を
味
わ
い
、
保
育
体
験
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

手
遊
び
な
ど
も
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未

就
園
児
登
所
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

実
施
し
ま
し
た

　

１０
月
３０
日
に
中
島
村
役
場
で

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り

４９
点
（
約
８
ｋｇ
）
の
食
糧
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
き
ま
し

た
食
糧
は
中
島
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な

さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
２
５
な
か
じ
ま
輝
ら
×
２

秋
ま
つ
り

　

１１
月
１
日
（
土
）
中
島
村
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お

い
て
、
２
０
２
５
な
か
じ
ま
輝
ら

×
２
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

商
工
会
関
係
の
出
店
、
県
内
各

地
か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
集
合
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
マ
ジ
ッ
ク
や
太

鼓
の
演
奏
、
サ
ン
バ
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
６４
回
中
島
村
民
文
化
祭

　

１１
月
１
日
（
土
）
～
２
日
（
日
）

中
島
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら

里
に
お
い
て
、
第
６４
回
中
島
村
民

文
化
祭
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
村
民
、村
内
の
サ
ー
ク
ル
、

各
種
教
室
や
愛
好
会
の
会
員
が
制

作
し
た
菊
花
、
盆
栽
、
山
野
草
、

手
工
芸
、
書
道
、
絵
画
、
写
真
な

ど
を
展
示
し
、
一
般
公
開
し
ま
し

た
。

　

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
数
多

く
の
様
々
な
作
品
が
出
展
さ
れ
、

会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
か

ら
は
作
品
の
鮮
や
か
さ
、
細
や
か

さ
を
生
み
出
す
制
作
者
の
技
術
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
入
賞
者
（
敬
称
略
）】

▼
菊
花
部
門

村

長

賞　

小
針　

久
雄

議

長

賞　

小
針
ト
シ
ヱ

教
育
長
賞　

青
木　

利
雄

公
民
館
長
賞　

佐
々
木
正
幹

文
団
連
長
賞　

田
島　

一
郎

▼
盆
栽
部
門

村

長

賞　

青
木　

利
雄

議

長

賞　

角
田　

捷
夫

教
育
長
賞　

石
井　

逸
夫

公
民
館
長
賞　

角
田
紀
代
子

▼
山
野
草
部
門

村

長

賞　

浅
野　

キ
イ

議

長

賞　

青
木　

利
雄

教
育
長
賞　

佐
々
木
恵
美
子

公
民
館
長
賞　

佐
々
木
正
幹

文
団
連
長
賞　

菊
池　

美
枝

入

賞　

酒
井
十
五
子

▼
手
工
芸
部
門

村

長

賞　

杉
原
モ
モ
子

議

長

賞　

矢
内　

晶
子

教
育
長
賞　

浅
野　

キ
イ

公
民
館
長
賞　

小
針　

智
子

文
団
連
長
賞　

石
井　

玉
枝

入

賞　

宮
本　

直
子

入

賞　

渡
邊　

信
子

入

賞　

宮
本　

栄
子

入

賞　

村
田
十
四
子

受章した髙久さん

貴重な親子の時間となりました♪ご協力ありがとうございました

太鼓の演奏をする會津田島太鼓のみなさん

作品をみる来場者たち
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入

賞　

菊
池　

美
枝

入

賞　

鈴
木　

秀
勝

入

賞　

藤
島
多
美
子

入

賞　

曲
山　

ヒ
ロ

入

賞　

青
木　

利
雄

入

賞　

近
藤　

旬

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
太

入

賞　

小
針
奈
津
紀

入

賞　

江
面　

斗
真

入

賞　

山
本　

文
男

入

賞　

佐
川　

次
郎

特

別

賞　

小
松　

静
江

特

別

賞　

佐
川　

次
郎

特

別

賞　

佐
々
木
恵
美
子

▼
書
道
部
門

議

長

賞　

浅
野　

藍

公
民
館
長
賞　

野
木　

重
子

　
▼
絵
画
部
門

村

長

賞　

大
関　

花
林

議

長

賞　

塩
田　

廣
重

教
育
長
賞　

山
本　

文
男

公
民
館
長
賞　

八
代　

陽
子

文
団
連
長
賞　

藤
島
多
美
子

入

賞　

小
松　

清

入

賞　

浅
野　

信
吉

入

賞　

畠
山　

辰
哉

入

賞　

畠
山
恵
美
子

入

賞　

浅
野　

キ
イ

▼
写
真
部
門

村

長

賞　

吉
田　

展
也

議

長

賞　

薄
井
幸
太
郎

教
育
長
賞　

円
谷　

勤

公
民
館
長
賞　

藤
島
多
美
子

文
団
連
長
賞　

吉
田　

茂
典

入

賞　

日
暮　

晃

入

賞　

仁
科　

武
芳

入

賞　

田
﨑　

平
三

▼
高
齢
者
作
品
部
門

村

長

賞　

加
藤
み
や
子

議

長

賞　

鈴
木　

秀
勝

教
育
長
賞　

宮
本
シ
ツ
子

公
民
館
長
賞　

酒
井
十
五
子

文
団
連
長
賞　

曲
山　

ヒ
ロ

入

賞　

小
松　

静
江

入

賞　

日
暮
千
代
子

入

賞　

長
谷
部
ミ
ネ
子

入

賞　

佐
々
木
恵
美
子

特

別

賞　

日
暮　

晃

特

別

賞　

小
磯　

ケ
イ

特

別

賞　

小
松　

清

日
赤
県
支
部
長
賞

　
　
　
　
　
　

菅
野
キ
ミ
子

日
赤
県
南
地
区
長
賞

　
　
　
　
　
　

畠
山
の
ぶ
子

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　

村
田
十
四
子

郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　
　
　
　
　
　

浅
野　

キ
イ

▼
小
学
生
展
示
部
門

【
滑
津
小
学
校
】

絵
画
部
門

教
育
長
賞　

畠
山　

空
桜

公
民
館
長
賞　

溝
井　

心
春

書
道
部
門

教
育
長
賞　

畠
山
莉
々
奈

公
民
館
長
賞　

庄
子
小
都
葉

【
吉
子
川
小
学
校
】

絵
画
部
門

教
育
長
賞　

鈴
木　

心
愛

公
民
館
長
賞　

矢
吹
埜
々
花

書
道
部
門

教
育
長
賞　

鈴
木　

稀
心

公
民
館
長
賞　

水
野
谷　

咲

▼
中
学
生
展
示
部
門

絵
画
部
門

教
育
長
賞　

鈴
木　

来
夢

公
民
館
長
賞　

斎
藤　

瑚
夏

書
道
部
門

教
育
長
賞　

藤
田　

彩
芭

公
民
館
長
賞　

矢
内　

陽
菜

中
島
村
民
文
化
祭
記
念

将
棋
大
会

　

１１
月
９
日
（
日
）
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い
て
、
中
島

村
文
化
祭
記
念
将
棋
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
も
真

剣
な
面
持
ち
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優　

勝　
　

田
島　

篤
史

準
優
勝　
　

鈴
木　

秀
勝

３　

位　
　

髙
本　

擴
輔

４　

位　
　

田
島　

一
郎

５　

位　
　

畠
山　

守

たくさんの作品が展示されました

村長賞の作品
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お知らせお知らせ

住民生活課　☎５２-２１１２

住民生活課　☎５２-２１１２

村道の場合：住民生活課　☎５２-２１１２
　県道の場合：県南建設事務所　☎２３-１５２６

ごみ編

住まい編

動物編

▶公共の場にごみがポイ捨て・不法投棄されている。
⇒住民生活課にご連絡をお願いします。役場で対応（回収・通報・看板の設置検討等）します。
※民地の場合は、所有者が適切に処理をお願いします。

▶ごみ集積所に分別されていないごみ袋が出されている。
⇒ごみ集積所の管理は各管理団体（行政区等）が行っています。
分別等の対応は各管理団体にてお願いします。なお、分別に使用するごみ袋が必要な場
合は住民生活課にご相談ください。

▶家庭から出たごみを燃やしている人がいる。
⇒ごみの不法焼却は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律により禁止されています。
　見つけた際は、住民生活課または警察にご連絡をお願いします。

▶膨れたモバイルバッテリーの処分はどうするの？
⇒一般家庭で使用しているモバイルバッテリーについては、役場で回収しておりますのでご
持参ください。
なお、通常の状態のモバイルバッテリーは燃えないごみとして所定方法で廃棄をお願い
します。

▶近所の家の雑草・木が自分の敷地内に侵入してくる。
⇒民地同士の問題の場合は、役場は介入することができませんので、
　当事者同士での解決をお願いします。

▶工場等の騒音や臭いで困っている。
⇒住民生活課にご連絡をお願いします。県南地方振興局と連携して、状況確認・対応等の検
討を行います。

▶道路に小動物が車等に轢かれて死んでいる。
⇒県道の場合は、県南建設事務所が対応を行いますので、そちらにご連絡をお願いします。
村道の場合は、住民生活課が対応しますので、ご連絡をお願いします。
なお、個人の敷地内の場合は、所有者が適切に処理をお願いします。

▶近所の飼い犬の鳴き声がうるさくて困っている。
⇒住民生活課にご連絡をお願いします。飼い主に状況の確認・対応等の検討を行います。

こういう時はどうするの？
～住民生活課に寄せられた過去事例をご紹介します～

暮らしの
相談
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　渡り鳥などの野鳥にエサを与えてしまうと毎年の飛来を促してしまいます。渡り鳥は大
陸から高病原性鳥インフルエンザウイルスを持って飛来し、国内の野鳥などに感染させて
しまいます。野鳥への感染が拡大すると、養鶏場でも鳥インフルエンザが発生する可能性
が高まり、卵不足による卵価格の高騰など我々の生活にも影響を与えてしまいます。

　今シーズン、複数の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザが発生したことを受け、「高病
原性鳥インフルエンザ対応レベル」が最警戒レベルの「３」に引き上げられました。下記
を参考に死んでいる・衰弱している鳥を発見した場合は通報ください。

一般廃棄物として処分してください。（通報不要）

平日日中（8：30～ 17：15）：役場企画振興課（☎ 52-2113）
平日夜間・休日・祝祭日：県白河合同庁舎守衛室（☎ 23-1670） に通報ください。

野鳥へのエサやりをやめるだけで鳥インフルエンザの予防に効果があります‼

野鳥へのエサやりは絶対にやめましょう。

野鳥へのエサやりは絶対にやめましょう！

通報が必要なケース

・ 水鳥（ハクチョウ・カモ等）や猛禽類が、衰弱・外傷がなく死んでいるのを１羽以上発見した場合

・ 上記以外の野鳥が同一の場所で特に外傷がなく５羽以上死んでいるのを発見した場合

・ 重度の神経症状（首を傾けてふらついたり、首を仰け反らせて立っていられない状態で、正常に飛んだり
採食できない状態）が確認できる水鳥

通報が不要なケース

・ 死因がケガや事故であることが明らかな場合

・ スズメやハト等の陸鳥が死んでいる場合（同一地点で概ね３日程度の間に４羽以下）

・ 死後、時間が経過し腐敗・乾燥等により検査ができない状態の場合

高病原性鳥インフルエンザ対応レベル
最警戒レベルの「３」に引き上げ

⇒

⇒

⎛
⎝

⎫
⎬
⎭

企画振興課　☎５２-２１１３



◯　Ｒ７.12　広報なかじま11

お知らせお知らせ

児童館輝らキッズ　☎５２-２２７０

令和８年度なかじま放課後児童クラブ募集
　家族の仕事の都合などで、日中保護者がいない家庭の児童を対象に、児童クラブ員を募
集します。児童クラブでは、「健全な遊びと生活の場」を提供して、社会性や思いやりの
心を育てることを目的とし、保護者の仕事と子育ての両立を支援していきます。

▶対 象 児 童　　村内の小学校に通う、日中児童を保育する者がいない１年生から６年生
の児童

▶募 集 期 間　　令和７年12月１日（月）～12日（金）
▶登録申込書　　11月28日（金）から児童館輝らキッズ、中島幼稚園預かり保育にて配

布します。
　　　　　　　　中島村のホームページからもダウンロードできます。
▶提 出 場 所　　中島村児童館輝らキッズ
　　　　　　　　（9：15～18：30日曜・祝日休館日除く）（土曜9：15～18：00まで）
▶登録の決定　　先着順ではなく、家庭の状況などを総合的に審査し、保育に欠けると判

断した児童に限り、登録を決定します。決定者には、登録決定通知を２
月中旬頃に送付します。　

▶そ の 他　　長期休業中のみ利用したい方は、職員にご相談ください。

【児童クラブの概要】
▶利 用 料 金　　月額3,000円（利用日数が13日までは、１日120円）おやつ代日額

100円、教材費月額400円
▶開催場所・日時　　中島村児童館輝らキッズ児童クラブ室　平日…授業終了後～18：3０
　　　　　　　　土曜、長期休業日など…7：30～18：30
▶閉 所 日　　日曜、祝日、年末年始、他
▶登 録 期 間　　令和８年４月１日～令和９年３月31日までの１年間
▶登 所 方 法　　平日…各小学校にバスで迎えに行きます。
　　　　　　　　土曜、長期休業日など…保護者による送迎をお願いします。
▶行 事　　誕生会、歓迎会、お楽しみ会など

【児童クラブの一時的保育】
▶対 象 児 童　　村内に通う小学校１年生から６年生までの児童
▶利 用 料 金　　日額300円、おやつ代　日額100円
▶利 用 方 法　　事前申込みが必要となります。利用する５日前までに、児童クラブまで

お問い合わせください。（緊急の場合は除く）

児童クラブでは、登録児童以外でも

一時的に預かりをする一時的保育

を実施しています。保護者の傷病、

出産、冠婚葬祭、通院などにより緊

急に保育が必要となった方が利用

できますので気軽にご相談ください。
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税務課　☎５２-３４８１

西白河地方クリーンセンター【焼却施設】・西白河地方リサイクルプラザ【資源化施設】
☎２１-６２３４

固定資産税について

年末・年始のごみ収集について

　令和７年１月２日以降に新築または増築された家屋について、令和８年度の固定資産税
を算出するための家屋調査を行っています。
　新・増築をされた方で、まだ家屋調査が済んでいない場合は、税務課までご連絡ください。

　固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）現在の所有者に課税されます。
　所有する家屋を取り壊した場合（一部取り壊しを含む）は、年内に「家屋滅失届」を提
出してください。
※「家屋滅失届」の提出がない場合、税務課で取り壊しの事実を確認できず、翌年度以降も
課税される場合があります。

　12月27日（土）～１月５日（月）の間はごみ収集をしませんので、ご注意ください。通
常収集は１月６日（火）からの再開となります。また、年末の大掃除などのごみが多く出た
場合にはクリーンセンターへの持ち込み（有料）ができますが、事前予約が必要です。

▶ごみの自己搬入のご案内
　12月26日（金）は燃えるごみの通常収集のほか、クリーンセンターにて午前の部
（9：00～12：00）、午後の部（13：00～16：00）の時間帯で自己搬入を受け付けて
おります。費用は自己負担です。また、クリーンセンターへの自己搬入
する場合は事前予約が必要です。下記の連絡先もしくは、ＱＲコードか
ら予約をお願いします。

▶予約先
☎２１-６２３４
（月曜日から金曜日9：00～12：00､13：00～16：00）（土、日、祝日および年末
年始は除く）

▶施設名
西白河地方クリーンセンター【焼却施設】・西白河地方リサイクルプラザ【資源化施設】
白河市亀石１番地

家屋を新・増築した場合はご連絡ください

家屋を取り壊した際には12月中に届け出を
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建設課　☎５２-３４８４

建設課　☎５２-３４８４

　積雪の際、主要道路の交通への支障をなくすため並びに児童生徒の通学路の安全確保の
ため、村内全域を機械除雪することがあります。その際、家の出入り口付近に機械除雪によ
る雪のかたまりが残る場合が想定されます。ご迷惑をおかけし申し訳ありませんが、その
際は除雪のご協力をお願いします。
　また、道路際にある樹木や竹等が積雪により道路に倒れかかると除雪作業に支障をきた
す他、通行の妨げ、事故につながる恐れがあり大変危険です。所有者の方は伐採または枝
払い等の管理をお願します。
　なお、除雪作業は危険を伴いますので、近くでの見学やオペレーターへ
の声掛け等は行わないでください。また、屋根や樹木から歩道、道路など
に落ちた雪は、協力しあって除雪をお願いいたします。
　住民のみなさまには冬期の安全安心な暮らしのため、ご理解ご協力をお願いいたします。

　冬の寒さにより水道管が凍結し、破裂することがあります。凍結防止対策や定期的に漏
水してないか確認をお願いいたします。
◆凍結防止対策
　保温材、古い毛布、布切れなどを巻き付け、その上からビニールテープで固定し、凍結
を防止してください。冷え込みが特に厳しい朝夕については、蛇口からごく微量の水を出
しておくことで、凍結を防止することができます。
◆凍結してしまった場合
　そのまま放置すると管の破裂につながることがありますので、放置せずにぬるめのお湯
をかけるなど、少しでも早く凍った部分を溶かしましょう。
※熱湯を直接かけると水道管や蛇口が破裂することがあります。
◆漏水のチェックの方法および漏水の可能性がある場合
　全ての水栓をしっかり閉めた状態で、水道メーターのパイロットが少しでも回っている
場合は、漏水の可能性があります。漏水は水を無駄にするばかりでなく、料金も多額にな
りますので、至急「中島村簡易水道指定給水装置工事事業者」に修理を依頼してください。

※村外の業者も指定を受けている場合がありますので、ご不明な点はお問い合わせください。

【村内の指定給水装置工事事業者】

水道管の凍結防止のお知らせ

除雪のお知らせとお願い

事業者名 電話番号 事業者名 電話番号

畠山設備㈲ 52-2838 海老名管工業 52-3868

小室電器 52-2103 ㈲瀬谷設備 52-3331

㈲塩田建設 52-2821 ㈲マルエヌ住設 52-2662

加藤住設 52-3235 ㈱小平建設工業 52-3104

パパイイロロッットト

水水道道メメーータターー 
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農業委員会事務局　☎５２-３４８７

農業者年金に加入しませんか？

でんわんセンターよりご案内 -迷惑電話対策相談センター -

　農業者年金は、加入者数の変化や財政事情に左右されない、安心安全な公的年金です。
《農業者年金の特徴》
①国民年金第１号被保険者で、年間の60日以上農業に従事する20歳以上60歳未満の方で
あれば、誰でも加入できます。さらに、年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳未
満の国民年金の任意加入者も加入できます。配偶者や後継者などの家族、兼業農家、農
地の権利名義を持たない施設園芸や畜産農業者も加入できます。
②自ら積み立てた保険料と、その運用益により受け取る年金額が決まる「積立方式・確定
拠出型」の年金です。
③認定農業者などの一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります。
④保険料は月額２万円（35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は１万円）から
６万７千円まで千円単位で自由に選択でき、いつでも見直すことができます。
⑤支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となります。

　でんわんセンターは電話に関するみな
さまの疑問や相談にお応えするための窓
口です。特に、特殊詐欺やその予防など、
電話を安心して利用いただくための相談
所としてご利用いただけます。「電話」
に不安を感じたら何でも、お気軽にご相
談ください。利用料は無料です。（通話
料はお客様負担）子どもの頃からずっと
身近にあった電話が、これからも安心な
ものであるために。でんわんセンターは
走り始めます。

【お問い合わせ事例】
・知らない番号から電話がかかってきた
・知らない電話を受けてしまったがどう
すればいいか
・９から始まる電話番号から電話があっ
たが何の電話か

電話を、安心して使っていただくために
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お
知
ら
せ
　
　

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

　

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
灯
油

の
流
出
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
灯
油
の
流
出
は
火
災
の
原

因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
河
川
の

水
質
汚
濁
や
土
壌
汚
染
な
ど
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
灯
油
の
管
理
を
適

切
に
行
い
、
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

問
住
民
生
活
課

☎
５
２-

２
１
１
２

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

【
自
営
業
の
方
や
そ
の
家
族
、
学

生
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ
】

・
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

方
や
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
の

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

・
加
入
で
き
る
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
２０
歳
以
上
６０

歳
未
満
の
方
お
よ
び
６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

・
６５
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
終
身
年
金
が
基
本
で

す
の
で
、
長
い
老
後
の
生
活
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
が
所
得
か
ら
控
除

で
き
る
の
で
、
所
得
税
と
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
受
け
取

る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
税
制

面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

・
万
が
一
早
期
に
亡
く
な
っ
た
と

き
、
家
族
に
遺
族
一
時
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
の
で
、
掛
け
捨
て

に
な
り
ま
せ
ん
。（
一
部
の
年

金
タ
イ
プ
を
除
く
）
遺
族
一
時

金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

・
加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金

額
と
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。（
ご
加
入
時
の
内
容
で
お

支
払
し
た
場
合
）

・
ご
加
入
い
た
だ
い
た
後
も
掛
金

の
額
を
口
数
単
位
で
増
減
で
き

ま
す
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
東
北
支
部

☎
０
１
２
０-

６
５-

４
１
９
２

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
者
を

公
表
し
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
法
第
１１
条
第
３

項
、
及
び
第
１１
条
の
２
第
１２
項
並

び
に
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
、
及
び
住
民
票
写
し
な

ど
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
３
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
閲
覧
者
を
公

表
し
ま
す
。

※
平
成
１８
年
１１
月
１
日
よ
り
年
１

回
以
上
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

▼
公
表
対
象
期
間　

　

令
和
６
年
１１
月
１
日
～

　

令
和
７
年
１０
月
３１
日

※
こ
の
期
間
で
閲
覧
が
あ
っ
た
も

の
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

▼
閲
覧
件
数　

３
件

【
１
件
目
】

①
閲
覧
の
内
容　

抽
出

②
閲
覧
日

　

令
和
７
年
６
月
４
日

③
閲
覧
者

　
（
実
施
機
関
）
福
島
県
総
務
部　

　
（
調
査
委
託
機
関
）

　

㈱
ス
ピ
ー
ド
リ
サ
ー
チ

④
請
求
事
由
（
使
途
）

福
島
県
政
世
論
調
査
対
象
者
の

把
握

⑤
対
象
者

・
１５
歳
以
上
の
男
女
（
大
字
二
子

塚
）

【
２
件
目
】

①
閲
覧
の
内
容　

抽
出

②
閲
覧
日　

　

令
和
７
年
１０
月
２０
日

③
閲
覧
者

（
実
施
機
関
）

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

④
請
求
事
由
（
使
途
） 

自
衛
官
の
募
集
に
伴
う
広
報

（
自
衛
隊
法
第
２９
条
第
１
項
、

第
３５
条
に
よ
る
）

⑤
対
象
者　

・
平
成
２０
年
４
月
２
日
～
平
成
２１

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女

・
平
成
２３
年
４
月
２
日
～
平
成
２４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

【
３
件
目
】

①
閲
覧
の
内
容　

抽
出

②
閲
覧
日　

令
和
７
年
１０
月
２７
日

③
閲
覧
者

（
実
施
機
関
）

福
島
県
保
健
福
祉
部　

（
調
査
委
託
機
関
）

㈱
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー

④
請
求
事
由
（
使
途
）

骨
粗
鬆
症
検
診
実
態
調
査
対
象

者
の
把
握

⑤
対
象
者

・
昭
和
２９
年
１
月
２
日
～
昭
和
６０

年
１
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

（
大
字
二
子
塚
字
吉
田
）

問
住
民
生
活
課

☎
５
２-

２
１
１
２
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 学校教育課学校教育課

　10月 25 日（土）に学習発表会を行いました。どの
学年も本番ギリギリまで、よいものに仕上げようと友達
と担任と心を一つに頑張ってきました。当日は、大成功！
子どもたちの晴れ晴れとした笑顔が見られました。

　去る 10月 18日（土）に開催された「ききょう祭」。
多くの来賓、保護者、地域の方を魅了しました。

　10月 25日（土）、たくさんのご来賓・保護者の方々
を迎え、あやめ発表会を行いました。オープニングでは、
川原田地区の子どもたちによる「あげ太鼓」、全校生で
の「もみじ」の合唱を披露しました。学年発表は、鍵盤ハー
モニカやリコーダーの演奏、詩の朗読やダンスなどを取
り入れ、それぞれの学年らしく工夫した楽しい発表でし
た。発表が終わった後は、どの学年の子どもたちも目標
に向かって最後までやり遂げた満足感で笑顔があふれて
いました。これからも一人一人が目標に向かって頑張っ
ていくあやめっ子への応援よろしくお願いいたします。

　10月 23 日（木）に年中・年長児は、福島県農業総
合センタ－農業短期大学に芋掘りに行ってきました。芋の掘
り方を教わり、丁寧に掘っていく園児たち。中には想像以
上の大きなさつまいもに、力いっぱいに持ち上げ「やったー !!
すごーい。大きい !」などと歓声が上がっていました。自然
の恵みに触れる時間を楽しんでいました。

心一つに
滑津小学校

芋掘り
中島幼稚園

がんばったよ、あやめ発表会
吉子川小学校

笑顔、感動、そして涙  ききょう祭！
中島中学校

３学年のステージ発表！

思い出のマレーシア修学旅行

合唱コンクールは３－１が

涙の最優秀賞受賞！

吹奏楽部のラストステージ！

圧巻の演奏でした。

県南大会で優勝した生徒の

英語弁論発表です
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 生涯学習課・児童館生涯学習課・児童館

生
涯
学
習
課
　

ク
ラ
ウ
ン
大
学

-

県
内
研
修
旅
行-

　

10
月
22
日(
水)

ク
ラ
ウ
ン
大

学
の
相
馬
市
方
面
へ
の
研
修
旅
行

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
相
馬
の
歴
史
と
復
興

の
様
子
を
知
る
旅
」
で
す
。

　

最
初
、
相
馬
市
歴
史
資
料
収
蔵

館
で
は
、
係
の
方
か
ら
相
馬
野
馬

追
い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
相
馬
市
役
所
観
光

課
の
方
が
バ
ス
に
同
乗
し
、
震
災

被
害
や
復
興
の
様
子
を
、
市
内
を

巡
り
な
が
ら
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
詳
し
く
説
明
い
た
だ

き
、
被
害
の
甚
大
さ
や
そ
の
後
の

復
興
の
様
子
を
よ
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
地
元
の
カ
レ
イ
の

煮
付
け
や
し
ら
す
な
ど
を
用
い
た

海
の
幸
を
味
わ
い
、
そ
の
後
浜
の

駅
松
川
浦
に
て
海
産
物
の
お
土
産

も
購
入
し
、
一
日
相
馬
を
満
喫
し

た
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

輝
ら
里「
図
書
室
」-

ハ
ロ
ウ
ィ
ン-

　

10
月
25
日(

土)

～
26
日(

日)

輝
ら
里
図
書
室
に
お
い
て
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
が
仮
装
を
し
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
仮
装
し
な
が
ら
本
を
選
ぶ

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
可
愛
い

か
っ
た
で
す
。
２
日
間
で
総
勢
50

名
以
上
の
参
加
者
に
お
菓
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

第
６
回
ナ
イ
ス
レ
デ
ィ
学
級

「
体
と
頭
を
つ
か
っ
た
、

笑
顔
に
な
れ
る
健
康
講
話
」　

　

10
月
16
日
（
木
）
ウ
エ
ル
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ｎ

ａ-

ｎ
ｏ-

ｈ
ａ
ｎ
ａ
代
表
の
玉

木
尚
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
第

６
回
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

先
生
の
楽
し
い
お
話
と
簡
単
な
体

操
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

の
中
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

津
軽
弁
の
ラ
ジ
オ
体
操
。
い
つ
も

と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
笑
い
な
が

ら
の
体
操
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
あ
り
と
て
も
よ
い
と
の
事
。
そ

の
後
、
健
康
で
あ
る
た
め
の
３
つ

の
大
切
な
こ
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

講
話
だ
け
で
な
く
、
声
を
出
し

な
が
ら
さ
ら
に
、
頭
を
使
い
、
体

を
動
か
し
、
人
と
触
れ
合
い
、
短

時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
充
実
し
た
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

児
童
館

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ-

ヨ
ガ
教
室-

　

11
月
15
日（
土
）輝
ら
里
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
「
ヨ

ガ
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
堀
越
幸
枝
様
を
お
招
き

し
、
９
名
の
子
ど
も
た
ち
が
ヨ
ガ

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
体
を
伸
ば
し

た
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り
と

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
心
も

体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
穏
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

-

秋
の
運
動
会-

　

11
月
15
日
（
土
）
中
島
村
体

育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
「
秋
の
運
動
会
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ-

Ｊ
Ａ
Ｍ 

(

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン)

よ
り
活
動
内
容

を
取
り
入
れ
、
王
様
を
守
り
な
が

ら
陣
地
を
取
り
合
う
「
王
様
陣
取

り
」
や
、
体
を
使
っ
て
白
黒
を
ひ
っ

く
り
返
す
「
リ
バ
ー
シ
」
な
ど
５

種
類
の
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ-

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
児
童

健
全
育
成
推
進
団
体
と
ナ
イ
キ
が

共
同
開
発
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
と
自

由
な
遊
び
を
融
合
さ
せ
た
新
し
い

運
動
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に

挑
戦
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
協
力

し
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
存
分

に
味
わ
い
ま
し
た
。

仮装する子どもたち

上手にバランスが取れています！

運動の秋！楽しみました♪

健康づくりに励みます！

津波犠牲者の慰霊碑の前で
熱心に説明を聞く参加者
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メイソン先生の
英語教室

12

～ネブラスカの冬～

▪　So winter is coming! In Nebraska, my hometown, winter can be quite brutal!
　　　もうすぐ冬ですね！僕の故郷ネブラスカの冬はとても厳しいんです！
▪　How so?
　　　どうして？
▪　Well, the temperature can get down to -20°C!
    In addition, the roads can be quite slick．
　　　気温がマイナス２０度まで下がることがあるんです！
　　　　それに、道路がすごく滑りやすくなるんですよ。
▪　Well that seems awful!
　　　それは大変そうですね！
▪　Yeah it can be but it comes with some good stuff too, like Christmas and winter has a certain beauty to it I think!
　　　そうなんです。でも、いいこともありますよ。クリスマスなど、冬には独特の美しさがあると思うんです。

　写真は、僕の故郷ネブラスカ州リンカーンです！ネブラスカ州では、１月ごろからとても寒くなり、雪がたくさん降ります。そのせいで道路がとても危険になる
ことがあります。ネブラスカには旅客列車がなく、車を使うしかないため道路が混んで危険になります。僕自身は事故にあったことはありませんが、事故にあい
そうになるのはいつも冬の時期ですね！
　福島と比べるとネブラスカはとても平らな州なので、スキーやスノーボードはできません。隣の州には山もありますが、そこまで車で８時間もかかります。アメ
リカは、みなさんの想像よりも広大です。
　クリスマスには、たいていクリスマスツリーを飾ります！子どものころは、サンタさんが煙突や玄関から入ってきて、ツリーの下にプレゼントを置いてくれると信じ
ていました。クリスマスはキリストの誕生を祝う日なので、多くの人にとってお祈りをする時期でもあります。アメリカ人にとって、クリスマスは一年で最も大切な
祝日だと思います。

Nebraska Winter

○  開いている日　 ×  お休みの日　 ◎  おはなし会　

利用案内
◆開　館　日　　火曜日～日曜日　１０：００～１８：００
　　　　　　　　（１２：００～１３：００までは閲覧のみ）
◆休　館　日　　毎週月曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
◆図書の貸出　　一人５冊まで、２週間以内
※１２月２６日（金）は１６：００閉館

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

〇 〇 〇 〇 〇 ◎

7 8 9 10 11 12 13

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

14 15 16 17 18 19 20

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

21 22 23 24 25 26 27

〇 × 〇 〇 〇 〇 ×

28 29 30 31

× × × ×

新着図書のご案内
～下記は新着図書の一部です～

まっぷる 茨城 大洗 ・水戸・ つくば '26

昭文社 291- ﾏﾌﾟ

たった 3 秒筋トレ

中村 雅俊 講談社 780- ﾅｶ

絶縁病棟

垣谷美雨 小学館 913- ｶｷ

あやかしたち

畠中 恵 新潮社 913- ﾊﾀ -24

女王さまの休日 － マカン ・マラン　ボヤージュ

古内一絵 中央公論新社 913- ﾌﾙ

小泉セツとハーンの物語 ー小泉八雲 「怪談」 誕生のひみつー

三成 清香 少年写真新聞社 K289- ﾐﾂ

頭がよくなるなぞなぞチャレンジ！都道府県

日本なぞなぞ能力検定協会（監修） 新星出版社 K798- ﾆﾎ

にじいろフェアリーしずくちゃん　11

ぎぼ りつこ 岩崎書店 K913- ｷﾞﾎﾞ-11

おばけのルルンとハロウィンのともだち

大木 あきこ 国土社 E- ｵｵ

ふわふわことばでなかよくなるほん

moco Gakken E- ｻﾝ

だから走るんだ

中川洋典 あかね書房 E- ﾅｶ

書籍名

著者 出版社 分類番号

おはなし会のおしらせ　※事前申し込み不要

日時：12 月 6 日（土）11:00 ～

場所：輝ら里図書室

対象：幼児～小学校低学年

図書室ボランティアさん、うさこちゃんクラブのみなさんのご協力で、おはなし会

を実施します。

じゅうたんの上で座ってお楽しみいただける、「こども絵本コーナー」で開催します。

輝ら里図書室で、おはなしの世界を一緒に楽しんでみませんか。
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今
月
の
納
税

10 月受付

※「誕生」・「結婚」・「お悔やみ」について広報への掲載を希望
されない場合は、窓口への届出の際にお申し出ください。

あっという間に 2025 年も
終わりだね！
いい年だったなと思える１年に
なったかな？

１年の締めくくりです！
今年を振り返って

来年に希望を持ちましょう！

人
口
と
世
帯

11 月１日現在 （先月比）
人　口 ４，６７９ （ － ５）

男 ２，２９１ （ － ８）
女 ２，３８８ （ ＋ ３）

世帯数 １，７６７ （ － １）

ご結婚おめでとうございます

お悔やみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

※当番医が変更になることがありますので、新聞などで確認してください。●休日当番医

休日救急医療・歯科当番医表

氏　名 年　齢 住　所

緑 川 道 雄 ８９ 二 ツ 山
圓 谷 節 子 ８４ 中 島
鈴 木 和 人 ７８ 八 幡 前
向 井 勝 男 ７８ 下 岡 ノ 内
近 藤 米 ８７ 二 子 塚 ２
武 藤 征 雄 ８１ 浦 原 １

診 療 日 小　　　児　　　科
午前 9 時～午後５時

内　科　・　外　科
午前 9 時～午後５時

白 河 歯 科 医 師 会
午前 9 時～午後５時

1 2 月 7 日 ( 日 ) 樋口小児クリニック かねこクリニック ひまわり歯科医院
☎４２－２０４０ ☎２４－３１１１ ☎２３－５９９１

1 2 月 1 4 日 ( 日 ) みうら小児クリニック くにい増見クリニック 永山歯科医院
☎２８－１００１ ☎４６－２２５８ ☎２７－１６４６

1 2 月 2 1 日 ( 日 ) にしごうキッズクリニック いわしなクリニック 内藤歯科医院
☎２９－８７２５ ☎４８－１２３４ ☎２５－０３３１

1 2 月 2 8 日 ( 日 ) わたなべ子どもクリニック 鈴木ホームクリニック 円谷歯科医院
☎２１－２１６６ ☎３１－８１８１ ☎２７－１２５５

1 2 月 3 1 日 ( 水 ) 白河厚生総合病院 白河ひがし透析・内科クリニック 早坂歯科医院
☎２２－２２１１ ☎２１－５８２３ ☎２４－６４８０

納税は遅れず忘れずに！
納税は口座振替が便利です。

税務課　☎５２-３４８１

村 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

～納期限は12月 25日（木）です～

～病院に行くか、 救急車を呼ぶか迷ったらご相談ください～

福島県救急電話相談は＃７１１９へ。（毎日２４時間）
※ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳからは☎０２４-５２４-３０２０

福島県こども救急電話相談は＃８０００へ。（毎日１９ ： ００～翌朝８ ： ００）
※ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳからは☎０２４-５２１-３７９０

今月はありません

氏　名 保護者 住　所

藤 田 緒
  お

透
  と

正樹 浦 原 ニ ュ ー タ ウ ン

矢 吹 彩
いろ

葉
  は

康幸 町 畑

中島村内企業限定求人情報サイト
「HELLO WORK ＠中島村」

ハローワーク白河　☎２４-１２５６



カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

振替休日【幼】
個別懇談～２日

【吉】

LEE（英会話）教室
【輝】

小学生対象学習会
【児】

クリスマス発表会【保】 
新教研【児】
おはなし会【輝】

【温泉・図書室休】
7 8 9 10 11 12 13

逃走中【児】 個別懇談～12日
【保・幼】 
無料法律相談所
開設【福祉】

絵画教室【輝】 公民館講座
「発酵の秘密！オ
リジナル味噌づ
くり体験教室」

小学生対象学習会
【児】

土曜学習会（中３）、
ジュニアクラブ「マ
ンカラ大会」【児】

【温泉・図書室休】
14 15 16 17 18 19 20

個別懇談～19 日
【保】
歯科クリニック

【保セ】

LEE（英会話）教室「ク
リスマスパーティー」

【輝】

１歳６か月児健診、
３歳児健診【保セ】

第２学期終業式
【幼】 
小学生対象学習会

【児】

冬季休業日～１/15【幼】 
土曜学習会（中３）、
キッズクラブ「ク
リスマス会」【児】

【温泉・図書室休】
21 22 23 24 25 26 27

絵画教室【輝】 第２学期終業式
【小・中】 
中学生冬期講習会
～ 26 日【児】

冬季休業日～１/７
【小・中】 
小学生冬期学習会
～ 26 日【児】 
ふれあいカフェ【福祉】

仕事納め【官公庁】 
保育納め【保・幼・
児】
図書館 16：00
閉館

年末年始休日～１/４
【官公庁・保・幼・
児】 
図書室年末年始休日
～１/５

【温泉・図書室休】 【図書室休】
28 29 30 31

【図書室休】 【図書室休】 【図書室休】 【図書室休】

（予定）月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

元日

【温泉・図書室休】【温泉・図書室休】【温泉・図書室休】

4 5 6 7 8 9 10
出初式、安全祈願
祭

官公庁仕事始め 
保育始め【保・幼】

第３学期始業式
【小・中】

20 歳を祝う会【輝】

【温泉・図書室休】【温泉・図書室休】

月 （予定）1
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